
綾
部
警
察
署
☎（
43
）０
１
１
０

（
24
時
間
）。

問
あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎
n（
42
）１
８
０
１

　市
は
「
障
害
者
週
間
」
に
ち
な

ん
で
、
作
品
展
を
開
催
。
手
芸
や

書
道
、陶
芸
、ク
ラ
フ
ト
、折
り
紙
、

絵
手
紙
、
俳
句
な
ど
、
市
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み
の
講
座

に
通
う
受
講
生
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

日
時
／
12
月
１
日（
土
）〜
６
日

（
木
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
。
１
、
２
日
は
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
。
場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
青
野
町
）。

問
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
４

　消
防
本
部
は
、
心
肺
蘇
生
法
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
方
法
な
ど
の

知
識
・
技
術
の
普
及
を
行
う
指
導

者
を
養
成
す
る
講
習
会
を
実
施
し

ま
す
。
受
講
は
無
料
。
講
座
は
全

８
回
で
、
す
べ
て
受
講
し
た
人
に

は
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
６
日（
火
）〜
30
日

（
金
）の
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
。

午
後
７
時
〜
10
時
。
場
所
／
消
防

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
味
方

店
舗
で
、
対
象
商
品
を
ワ
ン
コ
イ

ン
（
１
０
０
円
、
５
０
０
円
）
で

販
売
。
開
催
日
／
10
月
21
、28
日
、

11
月
４
、
11
、
18
日（
日
）。
ま
ち

な
か
de
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＝
内
容

／
サ
ロ
ン
一
期
一
会
（
本
町
一
丁

目
）で
の
各
種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

開
催
日
／
10
月
21
、
28
日
、
11
月

11
、
18
日（
日
）。
参
加
料
／
体
験

ご
と
に
１
０
０
０
円
。
申
込
み
／

開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
観
光
交

流
課
へ
。
海
の
京
都
ス
ペ
シ
ャ
ル

メ
ニ
ュ
ー
＝
内
容
／
綾
部
の
黒
峰

シ
ャ
モ
を
使
っ
た
料
理
を
８
店
舗

で
提
供
。

問
観
光
交
流
課
☎（
42
）４
２
７
３

　毎
年
11
月
12
日
〜
25
日
は
「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
期
間
で
す
。
夫
や
パ
ー
ト
ナ

ー
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど

は
、
犯
罪
行
為
を
も
含
む
重
大
な

人
権
侵
害
で
、
決
し
て
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
人
で

悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
機
関
／
府
北
部
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
☎（
22
）９
９
１
１
（
平
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）。
市
女

性
相
談
☎（
42
）１
８
０
１
（
平
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）。

未
返
済
の
世
帯
に
は
、
今
回
新
た

に
貸
し
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

貸
付
金
／
１
世
帯
10
万
円
以
内
。

貸
付
予
定
日
／
12
月
14
日（
金
）。

返
済
／
貸
付
日
か
ら
２
年
以
内
。

申
込
み
／
11
月
19
日（
月
）〜
30
日

（
金
）に
福
祉
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
７

　「海
の
京
都
」
綾
部
地
区
協
議

会
は
10
月
20
日
〜
11
月
18
日
、
綾

部
の
ま
ち
な
か
を
巡
る
「
綾
の
ま

ち
め
ぐ
り
フ
ェ
ス
」を
開
催
し
ま
す
。

綾
の
ま
ち
め
ぐ
り
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

＝
内
容
／
綾
部
の
歴
史
案
内
板
を

巡
る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
。
全
問
正
解

者
に
は
抽
選
で
お
も
ち
ゃ
や
特
産

品
が
当
た
る
。
抽
選
／
あ
や
べ
特

産
館（
青
野
町
）
で
土・
日
曜
日

の
み
開
催
。
各
日
先
着
50
人
。
問

題
用
紙
配
布
場
所
／
あ
や
べ
特
産

館
（
青
野
町
）、大
本
梅
松
苑
（
本

宮
町
）、Ｉ・Ｔ
ビ
ル
（
西
町
一
丁

目
）。
日
曜
ワ
ン
コ
イ
ン
商
店
街

＝
内
容
／
西
町
ア
イ
タ
ウ
ン
と
大

本
通
り
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
参
加

町
）。
申
込
み
／
11
月
１
日
（
木
）

ま
で
に
消
防
本
部
へ
。

問
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

　n（
43
）１
４
８
３

　11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
「
忘

れ
て
な
い
？
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に

火
の
確
認
」
を
統
一
標
語
に
、
全

国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が

行
わ
れ
ま
す
。

　火
災
は
少
し
の
不
注
意
か
ら
発

生
し
、
大
切
な
命
や
多
く
の
財
産

を
失
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
１
人

ひ
と
り
が
防
火
に
努
め
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
火

の
元
の
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、

火
災
か
ら
命
と
暮
ら
し
を
見
守
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
と
点

検
も
お
願
い
し
ま
す
。

問
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

　n（
43
）１
４
８
３

　北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
（
福
祉

人
材
コ
ー
ナ
ー
）
は
、
福
祉
業
界

に
興
味
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
福

祉
入
門
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
27
日（
火
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
綾
部
（
宮
代
町
）。
対

（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時
。
集

合
場
所
／
あ
や
べ
温
泉
駐
車
場

（
睦
寄
町
）。
参
加
料
／
高
校
生
以

上
１
０
０
０
円
、
小
・
中
学
生
５

０
０
円
。
申
込
期
限
／
11
月
15
日

（
木
）。
綾
部
の
「
京
都
空
間
」
錦

秋
の
大
本
神
苑
を
散
策
＝
日
時
／

11
月
25
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分
。
集
合
場
所
／
大
本
神

苑
駐
車
場
（
本
宮
町
）。
参
加
料

／
高
校
生
以
上
５
０
０
円
、
小
・

中
学
生
３
０
０
円
、
未
就
学
児
無

料
。申
込
期
限
／
11
月
22
日（
木
）。

共
通
＝
最
少
催
行
人
数
／
５
人
。

定
員
／
20
人
。
申
込
み
／
参
加
者

全
員
の
名
前
、
住
所
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か
メ
ー
ル
、
フ

ァ
ク
ス
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
へ
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）９
０
３
０

　n（
42
）９
０
２
９

　メ
ー
ルayabe@

sjc.ne.jp

　10
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
２
５
７
９
人
（
男
１

５
６
６
４
、
女
１
６
９
１
５
）。

世
帯
数
は
１
３
７
７
３
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

14
件
（
建
物
３
件
）
で
す
。

〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
３
時
30
分
。

場
所
／
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ふ
く
ち

や
ま
（
福
知
山
市
）。
相
談
内
容

／
交
通
事
故
や
建
物
、
金
銭
、
近

隣
関
係
な
ど
民
事
の
も
め
ご
と
。

夫
婦
や
親
子
関
係
、
遺
産
分
割
な

ど
家
事
の
も
め
ご
と
。

問
福
知
山
簡
易
裁
判
所

　☎
０
７
７
３（
22
）２
２
０
９

　本
格
的
な
雪
の
季
節
に
備
え
、

国
や
府
、
市
は
本
年
度
も
除
雪
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
車
を
路
上
に

放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
路
上
に
垂
れ
下
が
り
除
雪

の
妨
げ
と
な
る
樹
木
な
ど
は
、
所

有
者
で
伐
採
や
枝
払
い
を
し
て
く

だ
さ
い
。
消
防
施
設
付
近
の
除
雪

は
早
め
に
地
域
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
建
設
課
☎（
42
）４
２
８
０

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

綾
部
の
魅
力
を
堪
能
で
き
る
ガ
イ

ド
付
き
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

山
歩
き
、滝
め
ぐ
り
を
楽
し
む（
鳥

垣
渓
谷
）＝
日
時
／
11
月
17
日

象
／
一
般
求
職
者
、
学
生
。
定
員

／
先
着
15
人
。
参
加
費
／
無
料
。

申
込
み
／
11
月
26
日（
月
）ま
で
に

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
へ
。

問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　☎
０
７
７
３（
22
）３
８
７
８

　府
中
丹
東
保
健
所
は
、
神
経
系

難
病
の
専
門
医
に
よ
る
、
医
療
と

療
養
に
関
す
る
個
別
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

日
時
／
11
月
28
日（
水
）午
後
１
時

〜
４
時
。
場
所
／
府
綾
部
総
合
庁

舎
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
（
川

糸
町
）。対
象
／
本
市
か
舞
鶴
市
在

住
で
▽
手
や
足
が
震
え
る
▽
飲
み

込
み
に
く
い
▽
よ
く
む
せ
る
│
な

ど
の
症
状
が
継
続
し
て
い
る
人
。

神
経
系
難
病
と
診
断
さ
れ
、
病
気

や
治
療
に
つ
い
て
相
談
を
希
望
す

る
人
や
そ
の
家
族
。
申
込
み
／
11

月
13
日（
火
）ま
で
に
府
中
丹
東
保

健
所
へ
。

問
府
中
丹
東
保
健
所

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
０
６

　福
知
山
調
停
協
会
は
、
裁
判
の

調
停
制
度
や
手
続
き
の
方
法
に
つ

い
て
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
11
月
12
日（
月
）午
前
10
時

綾部市役所☎（42）3280  FAX（42）4406

　市
教
育
委
員
会
は
、
経
済
上
の

理
由
で
進
学
が
困
難
な
人
に
入
学

支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
平
成
31
年
４
月
に
大
学
や

短
期
大
学
、
専
門
学
校
に
入
学
す

る
人
で
▽
学
業
成
績
優
秀
で
就
学

に
意
欲
が
あ
る
▽
保
護
者
が
１
年

以
上
市
内
に
住
ん
で
い
る
▽
世
帯

の
全
所
得
が
生
活
保
護
基
準
の

１
・
５
倍
以
下―

な
ど
の
要
件
を

満
た
す
人
。
進
学
後
、
ほ
か
の
奨

学
金
を
受
け
る
人
も
利
用
で
き
ま

す
。
支
給
額
／
30
万
円
。
支
給
決

定
／
12
月
下
旬
に
書
類
審
査
と
面

接
を
行
い
、12
月
末
ま
で
に
決
定
。

定
員
／
15
人
。
申
請
／
必
要
書
類

を
11
月
１
日（
木
）〜
30
日（
金
）に

学
校
教
育
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
２
２

　市
は
、
生
活
の
不
安
定
な
世
帯

に
、
暮
ら
し
に
必
要
な
資
金
を
無

利
子・無
担
保
で
お
貸
し
し
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
借
入
金
が

入
学
支
度
金
を
支
給

知
っ
て
わ
か
る
福
祉
入
門
セ
ミ
ナ
ー

神
経
系
難
病
相
談

無
料
調
停
相
談

綾
部
を
巡
る
田
舎
体
験
ツ
ア
ー

除
雪
に
ご
協
力
を

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

く
ら
し
の
資
金
貸
し
付
け

障
害
者
作
品
展
に
ご
来
場
を

応
急
手
当
普
及
員
講
習

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

☎
＝
電
話
　n
＝
フ
ァ
ク
ス
　
　  

（
市
役
所
は
９
面
左
上
）

人
口
・
火
災

8広報あやべ　　　　　　 第756号9 広報あやべ　　　　　　 第756号

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

綾
の
ま
ち
め
ぐ
り
フ
ェ
ス

募 

集

※職種  介護職員、生活支援員ほか
　詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで
※2018年度中 採用の介護職員・生活支援員も
　同時募集しています。

2019年度

 新規採用職員募集！

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課 京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

5,500円
前売り

12月15日土
15：00開演

《全席指定》

水森かおり
ふれあいコンサートふれあいコンサート

※売切れの場合はご容赦ください※売切れの場合はご容赦ください

※あなたの体調に合わせてつくる
　漢方茶は、お持ち帰りも可能です！

※店内の展示スペースは無料でご利用頂けます

赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶悠々 TEL 0773（42）0425
FAX 0773（42）9573

綾部市本町2丁目3

からだがよろこぶ当店自慢の薬膳料理はいかがですか？
・・・・・・・・

蓮の実や葉を使った

蓮の葉包蒸飯（デザート付き）
当店オリジナルのスープカレー各種も大人気！！

ホームペルパー
大募集！
訪問介護のパイオニア

応募・お問い合わせは、
ミストラル介護センター

20ー2221

　地球市民の集い実行委員会（委員長＝山崎善也・綾部市長）が平
和と環境をテーマに行っているコンクールの入賞作品が決まりまし
た。本年度の応募はポスター330点、作文90点。表彰は10月20日
に開催する地球市民の集いで行います。入賞者は次の皆さんです（敬
称略）。

井
の
中
の
蛙…

　
こ
の
諺
は
続
け
て
「
大
海
を

知
ら
ず
」
と
あ
り
、
井
戸
の
中

だ
け
に
留
ま
っ
て
い
て
は
広
い

世
界
の
こ
と
を
知
ら
な
い
ま
ま

終
わ
っ
て
し
ま
う…

即
ち
、
若

者
は
大
志
を
抱
い
て
外
に
出
て

広
く
知
見
や
経
験
を
求
め
よ

う
！
と
諭
す
意
味
に
使
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
。

　
今
を
時
め
く
大
坂
な
お
み
選

手
も
、
大
阪
の
公
立
公
園
内
の

コ
ー
ト
で
始
め
た
テ
ニ
ス
を

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
名
門
ク
ラ
ブ

で
鍛
え
上
げ
、
更
に
は
ド
イ
ツ

人
の
コ
ー
チ
に
つ
い
て
メ
ン
タ

ル
面
も
磨
き
、
世
界
メ
ジ
ャ
ー

の
頂
点
を
極
め
る
に
至
っ
た
。

ど
の
分
野
に
お
い
て
も
広
く
世

界
に
挑
む
場
を
求
め
て
こ
そ
大

成
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意

味
で
は
至
言
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
こ
の
諺
は
更

に
、「
さ
れ
ど
空
の
深
さ
（〝
青

さ
〞
と
も
）
を
知
る
」
と
続
け

る
。
狭
く
と
も
深
く
、
自
分
の

道
を
突
き
詰
め
た
か
ら
こ
そ
、

蛙
は
空
の
青
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
の
だ
と
。

　
私
事
な
が
ら
、
18
歳
の
春
に

こ
の
ま
ち
を
離
れ
30
年
以
上
も

の
間
、
東
京
や
海
外
で
金
融
の

仕
事
に
従
事
し
た
。
確
か
に
大

海
を
覗
い
た
気
分
に
は
な
っ
た

も
の
の
、
故
郷
の
空
を
見
つ
め

る
機
会
は
少
な
か
っ
た
。
今
の

職
に
就
い
て
か
ら
は
、
改
め
て

綾
部
の
魅
力
や
人
の
素
晴
ら
し

さ
を
知
る
日
々
で
あ
る
。
が
、

そ
の
宝
が
今
回
の
災
害
で
大
き

な
傷
を
負
っ
た
。
故
郷
の
青
い

空
を
次
の
世
代
に
繋
い
で
い
く

こ
と
が
、
今
を
生
き
る
我
々
の

使
命
と
心
得
る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

こ
と
わ
ざ

か
わ
ず

さ
と

の
ぞ
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優
秀
＝
小
林
美
琴（
豊
里
中
３
年
）

▽
片
岡
麗
李
（
綾
部
小
６
年
）▽

前
岡
星
（
中
筋
小
５
年
）▽
由
良

愛
菜
（
吉
美
小
６
年
）
佳
作
＝
林

咲
智
（
豊
里
中
３
年
）▽
能
勢
友

奏
（
八
田
中
２
年
）▽
長
谷
充
輝

（
東
綾
中
２
年
）▽
横
田
梨
（々
同
）

▽
岸
本
玲
奈
（
上
林
中
２
年
）▽

三
浦
玄
翔
（
東
八
田
小
６
年
）

優
秀
＝
安
達
涼
華（
豊
里
中
２
年
）

▽
田
中
心
彩
（
豊
里
小
５
年
）▽

野
村
汐
里（
同
）▽
福
井
佑
菜（
同
）

佳
作
＝
永
井
悠
也（
豊
里
中
２
年
）

▽
森
本
皓
大
（
同
）▽
山
下
明
輝

人
（
同
）▽
笹
井
優
羽
（
綾
部
小

２
年
）▽
伊
藤
香
乃
（
豊
里
小
５

年
）▽
笹
波
那
奈
（
同
）▽
尾
﨑
ひ

な
た
（
西
八
田
小
６
年
）▽
中
瀬

葵
（
同
）

優
秀
＝
山
内
瑚
心（
綾
部
小
１
年
）

▽
高
田
悠
作
（
東
八
田
小
３
年
）

入
賞
＝
伊
藤
夏
瑚（
綾
部
小
１
年
）

▽
平
野
一
登
（
同
）▽
村
上
龍
葵

（
同
）▽
渡
辺
彩
来
（
同
）▽
宇
野

蘭
紗
（
豊
里
小
１
年
）

優
秀
＝
梅
原
優
梨（
綾
部
小
４
年
）

▽
野
口
菜
月
（
中
筋
小
４
年
）
入

賞
＝
上
野
愛
依
（
綾
部
小
４
年
）

▽
四
方
涼
子
（
同
）▽
藤
田
菜
帆

（
中
筋
小
４
年
）▽
荒
井
梨
利
花

（
東
八
田
小
５
年
）▽
木
村
葵
（
東

八
田
小
４
年
）

優
秀
＝
大
槻
心
咲（
綾
部
中
１
年
）

▽
村
上
優
（
同
）
入
賞
＝
黒
満
ゆ

う
か
（
綾
部
中
１
年
）▽
塩
見
紘

平
（
豊
里
中
３
年
）▽
村
上
結
（
何

北
中
３
年
）▽
古
和
田
達
基
（
上

林
中
３
年
）▽
渡
邉
遼
（
同
）

104

同
協
議
会
は
、
丹
精
込
め
て
生

産
さ
れ
、
市
民
に
な
じ
み
の
あ
る

「
綾
部
の
お
い
し
い
お
米
」に
着
目
。

お
む
す
び
が
日
本
の
食
べ
物
と
し

て
外
国
人
に
喜
ば
れ
、
飲
食
店
で

年
間
を
通
じ
て
提
供
し
や
す
い
こ

と
か
ら〝
綾
部
む
す
び
〞と
銘
打
っ

た
Ｐ
Ｒ
を
決
め
ま
し
た
。
９
月
に

は
▽
飲
食
店
▽
農
業
者
（
米
の
販

売
）▽
農
家
民
宿
（
お
む
す
び
づ
く

り
体
験
）―

を
募
集
。
同
月
末
ま

で
に
32
件
の
登
録
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
▽
あ
や
べ
温
泉
（
睦
寄

町
）▽
綾
部
ふ
れ
あ
い
牧
場
ハ
イ
ジ

の
キ
ッ
チ
ン
（
位
田
町
）▽
味
し
る

べ
盾
（
駅
前
通
り
）▽
居
酒
屋
の
ん

べ
え
（
宮
代
町
）▽
海
鮮
居
酒
屋
ふ

じ
田
（
岡
町
）▽
ス
イ
ー
ツ
＆
バ
ル

カ
フ
ェ
・
ノ
リ
（
駅
前
通
り
）▽
魚

菜
酒
房
あ
ず
木
（
中
ノ
町
）▽
串
カ

ツ
鳥
飼
笑
店
（
西
町
三
丁
目
）▽
ダ

イ
ニ
ン
グ
マ
ツ
イ
（
岡
町
）▽
ダ
イ

ニ
ン
グ
和`

Ｓ（
幸
通
り
）▽
竹
松

う
ど
ん
店（
志
賀
郷
町
）▽
竹
扇（
天

神
町
）▽
地
産
地
笑
プ
ラ
ス
α
ひ
と

粒（
味
方
町
）▽
め
ん
処
つ
る
吉（
井

倉
新
町
）▽
パ
テ
ィ
シ
エ・ノ
リ（
高

津
町
）▽
焼
肉
の
花
山
（
若
松
町
）

▽
料
亭
ゆ
う
月（
七
百
石
町
）  

　
　

　  

▽
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
い
か
る
（
小

貝
町
）▽
井
上
吉
夫
（
志
賀
郷
町
）

▽
き
ら
り
上
林
米
（
五
津
合
町
）▽

丹
州
河
北
農
園
（
多
田
町
）▽
丹
波

西
山
（
小
畑
町
）▽
森
本
フ
ァ
ー
ム

（
多
田
町
）  

　
　
　
　  

▽
イ
ワ
ン

の
里
（
上
八
田
町
）▽
健
ち
ゃ
ん
村

（
十
倉
名
畑
町
）▽
里
山
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
ク
チ
ュ
ー
ル
（
五
泉
町
）▽
手

紙
の
木
の
家
（
志
賀
郷
町
）▽
ぼ
っ

か
っ
て
（
西
方
町
）▽
ぽ
か
ぽ
か
の

う
え
ん
（
上
八
田
町
）▽
水
田
家
の

食
卓
（
志
賀
郷
町
）▽
民
泊
さ
く
ら

（
西
方
町
）▽
芳
兵
衛
（
武
吉
町
）

同
協
議
会
が
作
っ
た
「
綾
部
む

す
び
」
の
Ｐ
Ｒ
ソ
ン
グ
で
は
、
世

界
で
活
躍
す
る
綾
部
市
出
身
の
ド

ラ
マ
ー
、
屋
敷
豪
太
さ
ん
が
演
奏
。

「
音
楽
に
よ
る
街
の
活
性
化
に
産
学

連
携
で
取
り
組
む
」
が
テ
ー
マ
の

関
西
大
学
社
会
学
部
・
三
浦
文
夫

教
授
の
ゼ
ミ
が
作
曲
し
、
ご
当
地

ア
イ
ド
ル
「
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ｎ
」
と
市

民
有
志
が
歌
っ
て
い
ま
す
。

収
録
時
に
山
崎
善
也
市
長
や
三

浦
教
授
ら
と
意
見
を
交
わ
し
た
屋

敷
さ
ん
。「
綾
部
の
お
米
で
、
世
界

中
が
む
す
ば
れ
て
い
け
ば―

」
な

ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　「綾
部
観
光
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
」（
井
田
新
一
会
長
）
に
よ
る

「
綾
部
む
す
び
」の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。
天
橋
立
や
伊
根
の
舟

屋
な
ど
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
の
急
増
を
背
景
と
し
た
海
の
京
都
Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
活
動
の
一
環
。
11
月
に
は
、
動
画
配
信
や
綾
部
産
米
の
解
説
を

す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、観
光
客
へ
の
Ｐ
Ｒ
が
本
格
化
し
ま
す
。

お
い
し
い
お
米
で
観
光
客
増
へ

綾部の良さなどについて意見交換した（左から）三浦教授、
山崎市長、屋敷さんと作詞担当の平田佳宏さん

外
国
人
旅
行
客
に
も
Ｐ
Ｒ

屋
敷
豪
太
さ
ん
も〝
太
鼓
判
〞

飲
食
店

農
家
民
宿

農
業

者

つ
な

　市
は
、男
女
共
同
参
画
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、小
・

中
学
生
を
対
象
と
し
た
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し

ま
し
た
。
応
募
数
は
小
学
校
３
６
９
点
（
低
学
年
１
９
４
点
、
高

学
年
１
７
５
点
）、中
学
校
２
０
７
点
の
計
５
７
６
点
。
入
賞
者
は

次
の
皆
さ
ん
で
す（
敬
称
略
）。
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ポスター・作文コンクール

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　一つしかない地球をどうやっ
て守っていくか考えることが一
番大切だと思う。必要なことを
実行していけるように、これか
ら頑張りたい。未来の子供た
ちに美しい地球を残せたらい
いなと思う（抜粋）。

竹 市 駿 吾（東綾中２年）

田 中 奏 良（豊里中２年）

最優秀賞

最優秀賞

キャッチフレーズ賞

「地球は一つ」

松 本 杏 奈（綾部中１年）
中学生の部

森 　 一 竜（中筋小４年）高学年の部

倉 橋 芹 奈（綾部小１年）低学年の部

いりゅう

大 島 恋 菜（綾部中１年）

男女協同で
つくろう笑顔
ふやそう協力

ポ
ス
タ
ー
の
部

小
学
校
低
学
年
の
部

小
学
校
高
学
年
の
部

中
学
生
の
部

作
文
の
部

れ
　
　
り

れ
　
　
な

く
ら
とみ

　  

さ

す 

ず 

か

ゆ
　 

な

し
お
りこ

う  

だ
い

あ
　  

き

と

ゆ
　  

う

せ
い

あ
い  

な

ゆ

さ
　  

ち

か
な

み
つ
　
き

こ
こ
ろ

か
　 

こ
さ
　  

ら

ら
ん
さ

ゆ
　 

り

な
づ
き

み
さ
き

ゆ
い

め
　  

い

り
　
り
　
か

い
ち
と

り
ゅ
う
き

そ　　 ら

ポスターの部

作文の部

ここ　　な

綾
部
警
察
署
☎（
43
）０
１
１
０

（
24
時
間
）。

問
あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎
n（
42
）１
８
０
１

　市
は
「
障
害
者
週
間
」
に
ち
な

ん
で
、
作
品
展
を
開
催
。
手
芸
や

書
道
、陶
芸
、ク
ラ
フ
ト
、折
り
紙
、

絵
手
紙
、
俳
句
な
ど
、
市
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み
の
講
座

に
通
う
受
講
生
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

日
時
／
12
月
１
日（
土
）〜
６
日

（
木
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
。
１
、
２
日
は
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
。
場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
青
野
町
）。

問
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
４

　消
防
本
部
は
、
心
肺
蘇
生
法
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
方
法
な
ど
の

知
識
・
技
術
の
普
及
を
行
う
指
導

者
を
養
成
す
る
講
習
会
を
実
施
し

ま
す
。
受
講
は
無
料
。
講
座
は
全

８
回
で
、
す
べ
て
受
講
し
た
人
に

は
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
６
日（
火
）〜
30
日

（
金
）の
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
。

午
後
７
時
〜
10
時
。
場
所
／
消
防

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
味
方

店
舗
で
、
対
象
商
品
を
ワ
ン
コ
イ

ン
（
１
０
０
円
、
５
０
０
円
）
で

販
売
。
開
催
日
／
10
月
21
、28
日
、

11
月
４
、
11
、
18
日（
日
）。
ま
ち

な
か
de
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＝
内
容

／
サ
ロ
ン
一
期
一
会
（
本
町
一
丁

目
）で
の
各
種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

開
催
日
／
10
月
21
、
28
日
、
11
月

11
、
18
日（
日
）。
参
加
料
／
体
験

ご
と
に
１
０
０
０
円
。
申
込
み
／

開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
観
光
交

流
課
へ
。
海
の
京
都
ス
ペ
シ
ャ
ル

メ
ニ
ュ
ー
＝
内
容
／
綾
部
の
黒
峰

シ
ャ
モ
を
使
っ
た
料
理
を
８
店
舗

で
提
供
。

問
観
光
交
流
課
☎（
42
）４
２
７
３

　毎
年
11
月
12
日
〜
25
日
は
「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
期
間
で
す
。
夫
や
パ
ー
ト
ナ

ー
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど

は
、
犯
罪
行
為
を
も
含
む
重
大
な

人
権
侵
害
で
、
決
し
て
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
人
で

悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
機
関
／
府
北
部
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
☎（
22
）９
９
１
１
（
平
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）。
市
女

性
相
談
☎（
42
）１
８
０
１
（
平
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）。

未
返
済
の
世
帯
に
は
、
今
回
新
た

に
貸
し
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

貸
付
金
／
１
世
帯
10
万
円
以
内
。

貸
付
予
定
日
／
12
月
14
日（
金
）。

返
済
／
貸
付
日
か
ら
２
年
以
内
。

申
込
み
／
11
月
19
日（
月
）〜
30
日

（
金
）に
福
祉
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
７

　「海
の
京
都
」
綾
部
地
区
協
議

会
は
10
月
20
日
〜
11
月
18
日
、
綾

部
の
ま
ち
な
か
を
巡
る
「
綾
の
ま

ち
め
ぐ
り
フ
ェ
ス
」を
開
催
し
ま
す
。

綾
の
ま
ち
め
ぐ
り
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

＝
内
容
／
綾
部
の
歴
史
案
内
板
を

巡
る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
。
全
問
正
解

者
に
は
抽
選
で
お
も
ち
ゃ
や
特
産

品
が
当
た
る
。
抽
選
／
あ
や
べ
特

産
館（
青
野
町
）
で
土・
日
曜
日

の
み
開
催
。
各
日
先
着
50
人
。
問

題
用
紙
配
布
場
所
／
あ
や
べ
特
産

館
（
青
野
町
）、大
本
梅
松
苑
（
本

宮
町
）、Ｉ・Ｔ
ビ
ル
（
西
町
一
丁

目
）。
日
曜
ワ
ン
コ
イ
ン
商
店
街

＝
内
容
／
西
町
ア
イ
タ
ウ
ン
と
大

本
通
り
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
参
加

町
）。
申
込
み
／
11
月
１
日
（
木
）

ま
で
に
消
防
本
部
へ
。

問
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

　n（
43
）１
４
８
３

　11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
「
忘

れ
て
な
い
？
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に

火
の
確
認
」
を
統
一
標
語
に
、
全

国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が

行
わ
れ
ま
す
。

　火
災
は
少
し
の
不
注
意
か
ら
発

生
し
、
大
切
な
命
や
多
く
の
財
産

を
失
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
１
人

ひ
と
り
が
防
火
に
努
め
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
火

の
元
の
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、

火
災
か
ら
命
と
暮
ら
し
を
見
守
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
と
点

検
も
お
願
い
し
ま
す
。

問
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

　n（
43
）１
４
８
３

　北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
（
福
祉

人
材
コ
ー
ナ
ー
）
は
、
福
祉
業
界

に
興
味
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
福

祉
入
門
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
27
日（
火
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
綾
部
（
宮
代
町
）。
対

（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時
。
集

合
場
所
／
あ
や
べ
温
泉
駐
車
場

（
睦
寄
町
）。
参
加
料
／
高
校
生
以

上
１
０
０
０
円
、
小
・
中
学
生
５

０
０
円
。
申
込
期
限
／
11
月
15
日

（
木
）。
綾
部
の
「
京
都
空
間
」
錦

秋
の
大
本
神
苑
を
散
策
＝
日
時
／

11
月
25
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分
。
集
合
場
所
／
大
本
神

苑
駐
車
場
（
本
宮
町
）。
参
加
料

／
高
校
生
以
上
５
０
０
円
、
小
・

中
学
生
３
０
０
円
、
未
就
学
児
無

料
。申
込
期
限
／
11
月
22
日（
木
）。

共
通
＝
最
少
催
行
人
数
／
５
人
。

定
員
／
20
人
。
申
込
み
／
参
加
者

全
員
の
名
前
、
住
所
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か
メ
ー
ル
、
フ

ァ
ク
ス
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
へ
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）９
０
３
０

　n（
42
）９
０
２
９

　メ
ー
ルayabe@

sjc.ne.jp

　10
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
２
５
７
９
人
（
男
１

５
６
６
４
、
女
１
６
９
１
５
）。

世
帯
数
は
１
３
７
７
３
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

14
件
（
建
物
３
件
）
で
す
。

〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
３
時
30
分
。

場
所
／
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ふ
く
ち

や
ま
（
福
知
山
市
）。
相
談
内
容

／
交
通
事
故
や
建
物
、
金
銭
、
近

隣
関
係
な
ど
民
事
の
も
め
ご
と
。

夫
婦
や
親
子
関
係
、
遺
産
分
割
な

ど
家
事
の
も
め
ご
と
。

問
福
知
山
簡
易
裁
判
所

　☎
０
７
７
３（
22
）２
２
０
９

　本
格
的
な
雪
の
季
節
に
備
え
、

国
や
府
、
市
は
本
年
度
も
除
雪
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
車
を
路
上
に

放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
路
上
に
垂
れ
下
が
り
除
雪

の
妨
げ
と
な
る
樹
木
な
ど
は
、
所

有
者
で
伐
採
や
枝
払
い
を
し
て
く

だ
さ
い
。
消
防
施
設
付
近
の
除
雪

は
早
め
に
地
域
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
建
設
課
☎（
42
）４
２
８
０

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

綾
部
の
魅
力
を
堪
能
で
き
る
ガ
イ

ド
付
き
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

山
歩
き
、滝
め
ぐ
り
を
楽
し
む（
鳥

垣
渓
谷
）＝
日
時
／
11
月
17
日

象
／
一
般
求
職
者
、
学
生
。
定
員

／
先
着
15
人
。
参
加
費
／
無
料
。

申
込
み
／
11
月
26
日（
月
）ま
で
に

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
へ
。

問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　☎
０
７
７
３（
22
）３
８
７
８

　府
中
丹
東
保
健
所
は
、
神
経
系

難
病
の
専
門
医
に
よ
る
、
医
療
と

療
養
に
関
す
る
個
別
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

日
時
／
11
月
28
日（
水
）午
後
１
時

〜
４
時
。
場
所
／
府
綾
部
総
合
庁

舎
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
（
川

糸
町
）。対
象
／
本
市
か
舞
鶴
市
在

住
で
▽
手
や
足
が
震
え
る
▽
飲
み

込
み
に
く
い
▽
よ
く
む
せ
る
│
な

ど
の
症
状
が
継
続
し
て
い
る
人
。

神
経
系
難
病
と
診
断
さ
れ
、
病
気

や
治
療
に
つ
い
て
相
談
を
希
望
す

る
人
や
そ
の
家
族
。
申
込
み
／
11

月
13
日（
火
）ま
で
に
府
中
丹
東
保

健
所
へ
。

問
府
中
丹
東
保
健
所

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
０
６

　福
知
山
調
停
協
会
は
、
裁
判
の

調
停
制
度
や
手
続
き
の
方
法
に
つ

い
て
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
11
月
12
日（
月
）午
前
10
時

綾部市役所☎（42）3280  FAX（42）4406

　市
教
育
委
員
会
は
、
経
済
上
の

理
由
で
進
学
が
困
難
な
人
に
入
学

支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
平
成
31
年
４
月
に
大
学
や

短
期
大
学
、
専
門
学
校
に
入
学
す

る
人
で
▽
学
業
成
績
優
秀
で
就
学

に
意
欲
が
あ
る
▽
保
護
者
が
１
年

以
上
市
内
に
住
ん
で
い
る
▽
世
帯

の
全
所
得
が
生
活
保
護
基
準
の

１
・
５
倍
以
下―

な
ど
の
要
件
を

満
た
す
人
。
進
学
後
、
ほ
か
の
奨

学
金
を
受
け
る
人
も
利
用
で
き
ま

す
。
支
給
額
／
30
万
円
。
支
給
決

定
／
12
月
下
旬
に
書
類
審
査
と
面

接
を
行
い
、12
月
末
ま
で
に
決
定
。

定
員
／
15
人
。
申
請
／
必
要
書
類

を
11
月
１
日（
木
）〜
30
日（
金
）に

学
校
教
育
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
２
２

　市
は
、
生
活
の
不
安
定
な
世
帯

に
、
暮
ら
し
に
必
要
な
資
金
を
無

利
子・無
担
保
で
お
貸
し
し
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
借
入
金
が

入
学
支
度
金
を
支
給

知
っ
て
わ
か
る
福
祉
入
門
セ
ミ
ナ
ー

神
経
系
難
病
相
談

無
料
調
停
相
談

綾
部
を
巡
る
田
舎
体
験
ツ
ア
ー

除
雪
に
ご
協
力
を

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

く
ら
し
の
資
金
貸
し
付
け

障
害
者
作
品
展
に
ご
来
場
を

応
急
手
当
普
及
員
講
習

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

☎
＝
電
話
　n
＝
フ
ァ
ク
ス
　
　  

（
市
役
所
は
９
面
左
上
）

人
口
・
火
災
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お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

綾
の
ま
ち
め
ぐ
り
フ
ェ
ス

募 

集

※職種  介護職員、生活支援員ほか
　詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで
※2018年度中 採用の介護職員・生活支援員も
　同時募集しています。

2019年度

 新規採用職員募集！

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課 京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

5,500円
前売り

12月15日土
15：00開演

《全席指定》

水森かおり
ふれあいコンサートふれあいコンサート

※売切れの場合はご容赦ください※売切れの場合はご容赦ください

※あなたの体調に合わせてつくる
　漢方茶は、お持ち帰りも可能です！

※店内の展示スペースは無料でご利用頂けます

赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶悠々 TEL 0773（42）0425
FAX 0773（42）9573

綾部市本町2丁目3

からだがよろこぶ当店自慢の薬膳料理はいかがですか？
・・・・・・・・

蓮の実や葉を使った

蓮の葉包蒸飯（デザート付き）
当店オリジナルのスープカレー各種も大人気！！

ホームペルパー
大募集！
訪問介護のパイオニア

応募・お問い合わせは、
ミストラル介護センター

20ー2221



2広報あやべ　　　　　　 第756号3 広報あやべ　　　　　　 第756号

見
学
会
で
は
、
京
都
府
立
大
学

地
域
貢
献
型
特
別
研
究
で
、
本
年

度
光
明
寺
の
文
化
財
の
調
査
を

行
っ
て
い
る
京
都
府
立
大
学
生
も

参
加
。
奥
上
林
地
域
振
興
協
議
会

や
市
職
員
と
と
も
に
、
二
王
門
の

修
復
や
同
時
期
に
改
鋳
さ
れ
た
梵

鐘
と
鐘
撞
堂
、
光
明
寺
の
歴
史
や

文
化
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
約
15

分
解
説
し
ま
す
。

ま
た
、
光
明
寺
本
堂
で
は
、
ビ

デ
オ
放
映
で
二
王
門
の
栩
葺
屋
根

の
葺
き
替
え
や
塗
装
の
塗
り
替
え

工
事
の
概
要
を
説
明
。
あ
や
べ
温

泉
の
玄
関
前
で
は
、
水
源
の
里
・

老
富
の
栃
餅
ぜ
ん
ざ
い
が
味
わ
え

ま
す
。

な
お
、
同
日
午
前
中
に
は
「
鐘

撞
堂
」修
復
完
成
報
告
会
も
開
催
。

地
域
住
民
に
よ
り
新
調
さ
れ
た
鐘

が
初
め
て
撞
か
れ
た
後
、
上
林
小

学
校
児
童
の
上
林
若
鮎
太
鼓
な
ど

が
演
奏
さ
れ
ま
す
。

熊
内
会
長
は
「
君
尾
山
は
地
元

住
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
。
今
回

の
修
復
で
誇
り
で
あ
っ
た
君
尾
山

へ
の
思
い
を
呼
び
起
こ
し
、
君
尾

山
の
歴
史
・
文
化
を
世
に
広
め
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

国
宝
光
明
寺
二
王
門
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
行
委
員
会
（
川
端
勇
夫
会

長
）
は
引
き
続
き
、
修
復
費
の
寄

付
を
募
っ
て
い
ま
す
。
同
委
員
会

が
市
役
所
や
観
光
案
内
所
等
で
配

布
し
て
い
る
専
用
払
込
用
紙
か
、

市
社
会
教
育
課
と
市
資
料
館
の
窓

口
で
受
け
付
け
中
で
す
。

３
０
０
０
円
以
上
の
寄
付
者
に

は
、
日
本
手
ぬ
ぐ
い
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
そ
の
他
金
額
に
応
じ
て
二
王

門
の
古
材
か
ら
作
成
し
た
マ
グ

ネ
ッ
ト
や
記
念
盾
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
同
委
員
会
事
務
局
、

市
資
料
館
☎（
43
）１
３
６
６

消
化
器
外
科
は
、
胃
が
ん
や
大

腸
が
ん
を
は
じ
め
、
脱
腸
、
盲
腸

な
ど
を
治
療
し
ま
す
。
日
本
の
消

化
器
外
科
の
技
術
は
、
世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
。
胃
が
ん
で
手
術
だ
け

の
治
療
を
し
た
場
合
、
術
後
２
年

の
生
存
率
は
約
70
㌫
で
、
ア
メ
リ

カ
の
約
40
㌫
と
比
較
し
て
、
と
て

も
高
い
確
率
で
す
。
同
病
院
で
、

世
界
レ
ベ
ル
の
医
療
が
受
け
ら
れ

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

同
科
の
常
勤
医
師
は
、
日
本
消

化
器
外
科
学
会
の
中
で
３
割
し
か

い
な
い
「
専
門
医
」
の
資
格
を
全

員
が
保
有
。
積
極
的
な
学
会
へ
の

参
加
や
府
立
医
科
大
学
と
の
交
流

に
よ
り
、
最
先
端
の
知
識
や
技
術

を
習
得
し
て
い
ま
す
。

ま
た
同
病
院
は
、
臓
器
を
切
る

と
同
時
に
自
動
で
縫
い
合
わ
せ
、

患
者
負
担
を
軽
減
す
る
最
新
機
器

を
、
関
西
で
い
ち
早
く
導
入
。
平

成
29
年
度
に
は
、
手
術
室
の
モ
ニ

タ
ー
や
天
井
カ
メ
ラ
等
を
更
新
す

る
な
ど
、設
備
を
整
え
て
い
ま
す
。

「
都
会
の
大
き
な
病
院
に
行
け

ば
良
い
薬
が
あ
る―

と
い
う
の

は
、
間
違
っ
た
イ
メ
ー
ジ
」
と
話

す
岡
島
医
師
。
国
が
定
め
た
指
針

に
基
づ
き
、
認
可
さ
れ
た
薬
剤
は

ど
の
病
院
で
も
使
用
で
き
ま
す
。

同
病
院
で
は
、
最
適
な
治
療
の
た

め
薬
剤
部
と
連
携
。
患
者
の
症
状

や
希
望
に
応
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
薬

を
選
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

定
期
的
な
通
院
や
介
護
す
る
家

族
の
負
担
を
軽
減
す
る
に
は
、
大

病
院
に
行
か
な
く
て
も
、
近
く
の

病
院
で
安
心
し
て
受
診
で
き
る
こ

と
が
必
要
。
市
民
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
最
適
な
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
さ
ら
な
る
知
識
と
技
術

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　市立病院は毎年「市民のための学術講演会」を開催。
本年度も同病院の医師や看護師５人が、専門分野につ
いて分かりやすく講演しました。今回はその中から、
消化器外科・岡島航医師の講演内容を紹介します。

世
界
レ
ベ
ル
の
医
療
を
提
供

全
員
が
消
化
器
外
科
の
専
門
医

住
み
慣
れ
た
地
域
で
医
療
を

光
明
寺
の
歴
史・文
化
を
解
説

二
王
門
修
復
への
ご
協
力
を

11
月
18
日
開
催

国
宝
・
光
明
寺
二
王
門
と
鐘
撞
堂
の
見
学
会

国
宝
・
光
明
寺
二
王
門
と
鐘
撞
堂
の
見
学
会

か
ね

　つ
き

か
ね

　つ
き

　平
成
28
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
国
宝
・
光
明
寺
二
王

門
の
修
復
が
ま
も
な
く
完
了
。
11
月
18
日
に
は
奥
上
林

地
域
振
興
協
議
会
（
熊
内
久
志
会
長
）
に
よ
る
「
国
宝

光
明
寺
二
王
門
・
鐘
撞
堂
見
学
会
」
と
「
鐘
撞
堂
」
修

復
完
成
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
申
込
不

要
、
参
加
は
無
料
で
す
。

二王門・鐘撞堂見学会

▶屋根の全面葺き替えで当時の
　重厚な屋根が蘇える。 再塗装
　された、建立当時の美しいベン
　ガラ塗りの色彩は現場で確認を
　（写真は修復前）

金額に応じてもらえる
手ぬぐいとマグネット、記念盾 

▲老朽化が進み倒壊が危ぶまれていた
　改修前の鐘撞堂と風雪でひび割れ、
　20年以上使用されていなかった鐘

と
ち  

ぶ
き

つ

ぼ
ん

し
ょ
う

「市民のための学術講演会」から「市民のための学術講演会」から

高レベルな綾部の消化器外科

早期発見で治療につなげて
 消化器外科  岡島　航 医師
初診時にがんが進行している割合は、都

市部より農村部の方が高いと言われていま
す。定期的に検診を受け、不調を感じたら
すぐに病院を受診するなど、早
期発見・早期治療が大切です。
　私たちは、日々進歩する
医学の最新情報に基づき、
今一番適切と考えられる外
科治療を行っています。
安心して受診し、分
からないことは何
でもお尋ねくだ
さい。

新
任
医
師
　10
月
１
日
、
市
立
病
院
に
２
人
の

医
師
が
赴
任
し
ま
し
た
。

呼吸器外科

井 伊 庸 弘 医師
い　　　い　　 つね　  ひろ

整形外科

槇 尾 　 智 医師
まき　　 お　　　　  　 さとし

日時／11月18日（日）午後1時～4時。集合
場所／あやべ温泉駐車場（睦寄町）。無料
シャトルバス／あやべ温泉～光明寺の送迎
バスを運行。車の方は、あやべ温泉に駐
車してください。運行時間／始発＝午後
0時45分～、15分ごとに運行。最終便＝
午後3時45分。問い合わせ／同協議会☎
（55）0001

講演会では参加者との活発な質疑応答も行われた。

　当病院の呼吸器外科開設時に勤務し
た経験があり、今回が２度目の赴任で
す。肺がんや転移性肺腫瘍、気胸など
を対象とし、通常は胸腔鏡を使った体
に負担の少ない手術を行います。綾部
市をはじめ、近隣地域の医療に
貢献したいと思いますので、
よろしくお願いします。

　整形外科の中でも脊椎外科が専門で
す。できるだけ患者さんへの負担が少
ない手術を心掛けています。当病院で、
安全・安心の最先端治療が提供できる
ように努めます。脊椎・脊髄疾
患でお困りのことがありました
ら、ご相談ください。

しゅよう

きょう くう きょう

せき つい

セット 2,800円（税別）～

綾部市役所☎（42）3280  FAX（42）4406

10広報あやべ　　　　　　 第756号11 広報あやべ　　　　　　 第756号

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

糖尿病教室
■日 11月5日（月）■時 13：00～14：30
■場 市立病院（青野町）
■問 市立病院
　☎（43）0123　n（42）7870

里山そば打ち教室「すみか」
■日 11月14日（水）■時 9：30～、13：30～
■場 里山交流研修センター（鍛治屋町）
※参加費2,700円（試食代込）
■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

ぷくぷくひろば
■日 11月18日（日）■時 9：30～9：45受付
■場 保健福祉センター（青野町）
※妊婦、産後6か月までの産婦と
その家族対象。持ち物は母子健
康手帳
■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

がんサロン
■日 11月22日（木）■時 14：00～15：00
■場 市立病院（青野町）
※内容は「がん治療中の脱毛時の
ケア ウィッグに触ってみよう」
■申 ■問 市立病院
　☎（43）0123　n（43）0246

チェーンソーアート教室
■日 11月24日（土）■時 12：00～16：00
■場 里山交流研修センター（鍛治屋町）
※参加費4,000円。定員5人（大人に限る）

※参加費1,000円
■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

建田の金刀比羅講大祭
■日 11月11日（日）■時 7：00～15：00
■場 建田の金刀比羅宮（佃町）
■問 観光協会☎（42）9550

安国寺もみじ祭り
■日 11月11日（日）
■時 9：00～15：00
■場 安国寺（安国寺町）
■問 安国寺☎（44）1565

黒谷和紙ともみじ祭
■日 11月11日（日）
■時 10：00～15：00
■場 黒谷町
■問 黒谷和紙協同組合☎（44）0213

あやべ食育・すこやかフェスティバル
■日 11月11日（日）■時 10：00～15：00
■場 保健福祉センター（青野町）
■問 保健推進課☎（42）0111

喫茶シボラ
■日 11月12日（月）■時 13：00～15：30
■場 寺町西公会堂（寺町）
※参加費100円。あやべ作業所な
どの製品販売あり
■問 あやべボランティア総合センター
　☎（40）1388　n（40）1389

山家もみじまつり
■日 11月16日（金）～18日（日）
■時 10：00～21：00
■場 山家城址公園（広瀬町）
■問 山家地区自治会連合会
　☎（46）0345

綾部もみじまつり
■日 11月16日（金）～18日（日）
■時 10：00～21：00※16日は日没～
■場 大本神苑（本宮町）
■問 商工会議所☎（42）0701

■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

元気はつらつ教室（運動教室）
■日 11月27日（火）■時 13：30～15：30
■場 保健福祉センター（青野町）
※65歳以上対象。定員30人。持ち
物はタオル、お茶。内容は「ヨ
ガ風体操で全身ストレッチ」
■申 ■問 保健推進課☎（42）0111

第66回綾部市総合文化祭
■日 11月2日（金）～4日（日）
■時 9：00～17：00※4日は16：00まで
■場 市民センター（並松町）
■日 11月3日（土・祝）＝芸能発表会
■時 13：00～16：00
■場 中丹文化会館（里町）
■問 文化協会事務局、稲場さん
　☎（42）0858

秋の綾部ふれあい牧場まつり
■日 11月3日（土・祝）■時 10：00～
■場 綾部ふれあい牧場（位田町）
■問 ふれあい食堂☎（48）1000

私市円山古墳まつり
■日 11月3日（土・祝）■時 10：00～14：00
■場 私市円山古墳公園（私市町）
■問 観光協会☎（42）9550 n（42）8514

そばの収穫体験
■日 11月3日（土・祝）■時 10：00～15：00
■場 里山交流研修センター（鍛治屋町）

あやべde手作り市
■日 11月25日（日）■時 10：00～15：00
■場 あやべグンゼスクエア（青野町）
■問 あやべ特産館
　☎（43）0811　n（43）0833

安全・安心のまちづくり綾部市民大会
■日 11月26日（月）■時 18：30～20：30
■場 Ｉ・Ｔビル（西町一丁目）
■問 市民協働課☎（42）4248

育児相談
■日 11月6日（火）■時 10：00～11：00受付
■場 保健福祉センター（青野町）
※歯科相談あり
■問 保健推進課☎（42）0111

女性相談
■日 11月7日（水）■時 13：20～16：10
■場 あいセンター（西町一丁目）
■申 ■問 あいセンター☎n（42）1801

人権相談
■日 11月9日（金）■時 13：00～15：00
■場 市役所まちづくりセンター、物
部会館（物部町）、上林いきい
きセンター（八津合町）

※物部、上林会場は申し込み必要
■申 ■問 人権推進課☎（42）4249

健康相談・栄養相談
■日 11月12日（月）■時 9：30～11：30
■場 保健福祉センター（青野町）
■申 ■問 保健推進課☎（42）0111

耳のこと相談
■日 11月13日（火）■時 13：00～15：00
■場 林業者等健康管理センター
　（故屋岡町）
■申 ■問 綾部市聴覚言語障害者支援
　センター☎（40）1260 n（40）1261

交通事故相談
■日 11月14日、28日（水）

総合運動公園第２体育館
■日 11月4日（日）■時 9：00～17：00
■場 上杉町☎（44）0990 n（44）0991

あいセンター
■日 11月4日（日）■時 9：00～18：00
■場 西町一丁目☎n（42）1801

市民センター競技場
■日 11月11日（日）■時 8：30～17：00
■場 並松町☎（42）1320 n（43）2964

本庁舎
■日 11月1、8、15、22、29日（木）
■時 19：00まで
※戸籍・国保関係の届出、各種証
明書の発行
■問 市民・国保課
　☎（42）4245、（42）4246
※税・料金の納入（納付書必要）
■問 会計課☎（42）4288

保健福祉センター
■日 11月8、22日（木）
■時 19：00まで
※妊娠届、予防接種予診票発行、
健康診断申し込みなど
■問 保健推進課☎（42）0111

《地域振興基金に》
　出口紅（亀岡市）　　 100万円
《社会福祉事業基金に》
　前田道子（寺町）　　　３千円
　竹内早智子（栗町）　　３千円
《災害支援に》
　寄付金等　　　  17件　92万円
《ふるさと納税》

106件　264万円

■時 9：00～11：30、13：00～16：00
■場 府福知山総合庁舎（福知山市）
■問 市民協働課☎（42）4248

法律相談
■日 11月15日（木）■時 13：00～17：00
■場 市民ホール（宮代町）
※申し込みは11月8日（木）8：30～。
先着10人。 1人20分

■申 ■問 市民協働課☎（42）4248

行政相談
■日 11月20日（火）■時 13：00～15：00
■場 市役所まちづくりセンター
■問 市民協働課☎（42）4248

調停相談
■日 11月21日（水）■時 9：30～12：00
■場 市民ホール（宮代町）
■問 市民協働課☎（42）4248

就職相談
■日 11月27日（火）■時 10：00～16：00
■場 市役所1階会議室
※定員5人
■申 ■問 商工労政課☎（42）4264

成年後見相談
■日 11月28日（水）■時 13：00～15：00
■場 福祉ホール（川糸町）
■申 ■問 社会福祉協議会
　☎（43）2881　n（43）2882

税務相談（税理士会）
■日 11月28日（水）■時 13：00～16：00
■場 市役所1階会議室
※2日前までに予約必要
■申 ■問 近畿税理士会福知山支部（中
井税理士事務所内）☎（22）4114

多重債務相談（司法書士会）
■日 12月4日（火）■時 13：00～16：00
■場 市役所
※申し込みは11月27日（火）～30
日（金）

■申 ■問 商工労政課☎（42）4263

くらしのメモ
■日 日程 ■時 時間 ■場 場所
■申 申し込み必要 ■問 問い合わせ先
☎電話 nファクス

11～12月上旬

講座・教室
相　　談

窓口延長

無料開放

催しなど

ご寄付ありがとうございました
９月受付分（敬称略）

セット 2,800円（税別）～

綾部市役所☎（42）3280  FAX（42）4406

10広報あやべ　　　　　　 第756号11 広報あやべ　　　　　　 第756号

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

糖尿病教室
■日 11月5日（月）■時 13：00～14：30
■場 市立病院（青野町）
■問 市立病院
　☎（43）0123　n（42）7870

里山そば打ち教室「すみか」
■日 11月14日（水）■時 9：30～、13：30～
■場 里山交流研修センター（鍛治屋町）
※参加費2,700円（試食代込）
■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

ぷくぷくひろば
■日 11月18日（日）■時 9：30～9：45受付
■場 保健福祉センター（青野町）
※妊婦、産後6か月までの産婦と
その家族対象。持ち物は母子健
康手帳
■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

がんサロン
■日 11月22日（木）■時 14：00～15：00
■場 市立病院（青野町）
※内容は「がん治療中の脱毛時の
ケア ウィッグに触ってみよう」
■申 ■問 市立病院
　☎（43）0123　n（43）0246

チェーンソーアート教室
■日 11月24日（土）■時 12：00～16：00
■場 里山交流研修センター（鍛治屋町）
※参加費4,000円。定員5人（大人に限る）

※参加費1,000円
■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

建田の金刀比羅講大祭
■日 11月11日（日）■時 7：00～15：00
■場 建田の金刀比羅宮（佃町）
■問 観光協会☎（42）9550

安国寺もみじ祭り
■日 11月11日（日）
■時 9：00～15：00
■場 安国寺（安国寺町）
■問 安国寺☎（44）1565

黒谷和紙ともみじ祭
■日 11月11日（日）
■時 10：00～15：00
■場 黒谷町
■問 黒谷和紙協同組合☎（44）0213

あやべ食育・すこやかフェスティバル
■日 11月11日（日）■時 10：00～15：00
■場 保健福祉センター（青野町）
■問 保健推進課☎（42）0111

喫茶シボラ
■日 11月12日（月）■時 13：00～15：30
■場 寺町西公会堂（寺町）
※参加費100円。あやべ作業所な
どの製品販売あり

■問 あやべボランティア総合センター
　☎（40）1388　n（40）1389

山家もみじまつり
■日 11月16日（金）～18日（日）
■時 10：00～21：00
■場 山家城址公園（広瀬町）
■問 山家地区自治会連合会
　☎（46）0345

綾部もみじまつり
■日 11月16日（金）～18日（日）
■時 10：00～21：00※16日は日没～
■場 大本神苑（本宮町）
■問 商工会議所☎（42）0701

■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

元気はつらつ教室（運動教室）
■日 11月27日（火）■時 13：30～15：30
■場 保健福祉センター（青野町）
※65歳以上対象。定員30人。持ち
物はタオル、お茶。内容は「ヨ
ガ風体操で全身ストレッチ」
■申 ■問 保健推進課☎（42）0111

第66回綾部市総合文化祭
■日 11月2日（金）～4日（日）
■時 9：00～17：00※4日は16：00まで
■場 市民センター（並松町）
■日 11月3日（土・祝）＝芸能発表会
■時 13：00～16：00
■場 中丹文化会館（里町）
■問 文化協会事務局、稲場さん
　☎（42）0858

秋の綾部ふれあい牧場まつり
■日 11月3日（土・祝）■時 10：00～
■場 綾部ふれあい牧場（位田町）
■問 ふれあい食堂☎（48）1000

私市円山古墳まつり
■日 11月3日（土・祝）■時 10：00～14：00
■場 私市円山古墳公園（私市町）
■問 観光協会☎（42）9550 n（42）8514

そばの収穫体験
■日 11月3日（土・祝）■時 10：00～15：00
■場 里山交流研修センター（鍛治屋町）

あやべde手作り市
■日 11月25日（日）■時 10：00～15：00
■場 あやべグンゼスクエア（青野町）
■問 あやべ特産館
　☎（43）0811　n（43）0833

安全・安心のまちづくり綾部市民大会
■日 11月26日（月）■時 18：30～20：30
■場 Ｉ・Ｔビル（西町一丁目）
■問 市民協働課☎（42）4248

育児相談
■日 11月6日（火）■時 10：00～11：00受付
■場 保健福祉センター（青野町）
※歯科相談あり
■問 保健推進課☎（42）0111

女性相談
■日 11月7日（水）■時 13：20～16：10
■場 あいセンター（西町一丁目）
■申 ■問 あいセンター☎n（42）1801

人権相談
■日 11月9日（金）■時 13：00～15：00
■場 市役所まちづくりセンター、物
部会館（物部町）、上林いきい
きセンター（八津合町）

※物部、上林会場は申し込み必要
■申 ■問 人権推進課☎（42）4249

健康相談・栄養相談
■日 11月12日（月）■時 9：30～11：30
■場 保健福祉センター（青野町）
■申 ■問 保健推進課☎（42）0111

耳のこと相談
■日 11月13日（火）■時 13：00～15：00
■場 林業者等健康管理センター
　（故屋岡町）
■申 ■問 綾部市聴覚言語障害者支援
　センター☎（40）1260 n（40）1261

交通事故相談
■日 11月14日、28日（水）

総合運動公園第２体育館
■日 11月4日（日）■時 9：00～17：00
■場 上杉町☎（44）0990 n（44）0991

あいセンター
■日 11月4日（日）■時 9：00～18：00
■場 西町一丁目☎n（42）1801

市民センター競技場
■日 11月11日（日）■時 8：30～17：00
■場 並松町☎（42）1320 n（43）2964

本庁舎
■日 11月1、8、15、22、29日（木）
■時 19：00まで
※戸籍・国保関係の届出、各種証
明書の発行

■問 市民・国保課
　☎（42）4245、（42）4246
※税・料金の納入（納付書必要）
■問 会計課☎（42）4288

保健福祉センター
■日 11月8、22日（木）
■時 19：00まで
※妊娠届、予防接種予診票発行、
健康診断申し込みなど

■問 保健推進課☎（42）0111

《地域振興基金に》
　出口紅（亀岡市）　　 100万円
《社会福祉事業基金に》
　前田道子（寺町）　　　３千円
　竹内早智子（栗町）　　３千円
《災害支援に》
　寄付金等　　　  17件　92万円
《ふるさと納税》

106件　264万円

■時 9：00～11：30、13：00～16：00
■場 府福知山総合庁舎（福知山市）
■問 市民協働課☎（42）4248

法律相談
■日 11月15日（木）■時 13：00～17：00
■場 市民ホール（宮代町）
※申し込みは11月8日（木）8：30～。
先着10人。 1人20分

■申 ■問 市民協働課☎（42）4248

行政相談
■日 11月20日（火）■時 13：00～15：00
■場 市役所まちづくりセンター
■問 市民協働課☎（42）4248

調停相談
■日 11月21日（水）■時 9：30～12：00
■場 市民ホール（宮代町）
■問 市民協働課☎（42）4248

就職相談
■日 11月27日（火）■時 10：00～16：00
■場 市役所1階会議室
※定員5人
■申 ■問 商工労政課☎（42）4264

成年後見相談
■日 11月28日（水）■時 13：00～15：00
■場 福祉ホール（川糸町）
■申 ■問 社会福祉協議会
　☎（43）2881　n（43）2882

税務相談（税理士会）
■日 11月28日（水）■時 13：00～16：00
■場 市役所1階会議室
※2日前までに予約必要
■申 ■問 近畿税理士会福知山支部（中
井税理士事務所内）☎（22）4114

多重債務相談（司法書士会）
■日 12月4日（火）■時 13：00～16：00
■場 市役所
※申し込みは11月27日（火）～30
日（金）

■申 ■問 商工労政課☎（42）4263

くらしのメモ
■日 日程 ■時 時間 ■場 場所
■申 申し込み必要 ■問 問い合わせ先
☎電話 nファクス

11～12月上旬

講座・教室
相　　談

窓口延長

無料開放

催しなど

ご寄付ありがとうございました
９月受付分（敬称略）
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見
学
会
で
は
、
京
都
府
立
大
学

地
域
貢
献
型
特
別
研
究
で
、
本
年

度
光
明
寺
の
文
化
財
の
調
査
を

行
っ
て
い
る
京
都
府
立
大
学
生
も

参
加
。
奥
上
林
地
域
振
興
協
議
会

や
市
職
員
と
と
も
に
、
二
王
門
の

修
復
や
同
時
期
に
改
鋳
さ
れ
た
梵

鐘
と
鐘
撞
堂
、
光
明
寺
の
歴
史
や

文
化
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
約
15

分
解
説
し
ま
す
。

ま
た
、
光
明
寺
本
堂
で
は
、
ビ

デ
オ
放
映
で
二
王
門
の
栩
葺
屋
根

の
葺
き
替
え
や
塗
装
の
塗
り
替
え

工
事
の
概
要
を
説
明
。
あ
や
べ
温

泉
の
玄
関
前
で
は
、
水
源
の
里
・

老
富
の
栃
餅
ぜ
ん
ざ
い
が
味
わ
え

ま
す
。

な
お
、
同
日
午
前
中
に
は
「
鐘

撞
堂
」修
復
完
成
報
告
会
も
開
催
。

地
域
住
民
に
よ
り
新
調
さ
れ
た
鐘

が
初
め
て
撞
か
れ
た
後
、
上
林
小

学
校
児
童
の
上
林
若
鮎
太
鼓
な
ど

が
演
奏
さ
れ
ま
す
。

熊
内
会
長
は
「
君
尾
山
は
地
元

住
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
。
今
回

の
修
復
で
誇
り
で
あ
っ
た
君
尾
山

へ
の
思
い
を
呼
び
起
こ
し
、
君
尾

山
の
歴
史
・
文
化
を
世
に
広
め
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

国
宝
光
明
寺
二
王
門
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
行
委
員
会
（
川
端
勇
夫
会

長
）
は
引
き
続
き
、
修
復
費
の
寄

付
を
募
っ
て
い
ま
す
。
同
委
員
会

が
市
役
所
や
観
光
案
内
所
等
で
配

布
し
て
い
る
専
用
払
込
用
紙
か
、

市
社
会
教
育
課
と
市
資
料
館
の
窓

口
で
受
け
付
け
中
で
す
。

３
０
０
０
円
以
上
の
寄
付
者
に

は
、
日
本
手
ぬ
ぐ
い
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
そ
の
他
金
額
に
応
じ
て
二
王

門
の
古
材
か
ら
作
成
し
た
マ
グ

ネ
ッ
ト
や
記
念
盾
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
同
委
員
会
事
務
局
、

市
資
料
館
☎（
43
）１
３
６
６

消
化
器
外
科
は
、
胃
が
ん
や
大

腸
が
ん
を
は
じ
め
、
脱
腸
、
盲
腸

な
ど
を
治
療
し
ま
す
。
日
本
の
消

化
器
外
科
の
技
術
は
、
世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
。
胃
が
ん
で
手
術
だ
け

の
治
療
を
し
た
場
合
、
術
後
２
年

の
生
存
率
は
約
70
㌫
で
、
ア
メ
リ

カ
の
約
40
㌫
と
比
較
し
て
、
と
て

も
高
い
確
率
で
す
。
同
病
院
で
、

世
界
レ
ベ
ル
の
医
療
が
受
け
ら
れ

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

同
科
の
常
勤
医
師
は
、
日
本
消

化
器
外
科
学
会
の
中
で
３
割
し
か

い
な
い
「
専
門
医
」
の
資
格
を
全

員
が
保
有
。
積
極
的
な
学
会
へ
の

参
加
や
府
立
医
科
大
学
と
の
交
流

に
よ
り
、
最
先
端
の
知
識
や
技
術

を
習
得
し
て
い
ま
す
。

ま
た
同
病
院
は
、
臓
器
を
切
る

と
同
時
に
自
動
で
縫
い
合
わ
せ
、

患
者
負
担
を
軽
減
す
る
最
新
機
器

を
、
関
西
で
い
ち
早
く
導
入
。
平

成
29
年
度
に
は
、
手
術
室
の
モ
ニ

タ
ー
や
天
井
カ
メ
ラ
等
を
更
新
す

る
な
ど
、設
備
を
整
え
て
い
ま
す
。

「
都
会
の
大
き
な
病
院
に
行
け

ば
良
い
薬
が
あ
る―

と
い
う
の

は
、
間
違
っ
た
イ
メ
ー
ジ
」
と
話

す
岡
島
医
師
。
国
が
定
め
た
指
針

に
基
づ
き
、
認
可
さ
れ
た
薬
剤
は

ど
の
病
院
で
も
使
用
で
き
ま
す
。

同
病
院
で
は
、
最
適
な
治
療
の
た

め
薬
剤
部
と
連
携
。
患
者
の
症
状

や
希
望
に
応
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
薬

を
選
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

定
期
的
な
通
院
や
介
護
す
る
家

族
の
負
担
を
軽
減
す
る
に
は
、
大

病
院
に
行
か
な
く
て
も
、
近
く
の

病
院
で
安
心
し
て
受
診
で
き
る
こ

と
が
必
要
。
市
民
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
最
適
な
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
さ
ら
な
る
知
識
と
技
術

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　市立病院は毎年「市民のための学術講演会」を開催。
本年度も同病院の医師や看護師５人が、専門分野につ
いて分かりやすく講演しました。今回はその中から、
消化器外科・岡島航医師の講演内容を紹介します。

世
界
レ
ベ
ル
の
医
療
を
提
供

全
員
が
消
化
器
外
科
の
専
門
医

住
み
慣
れ
た
地
域
で
医
療
を

光
明
寺
の
歴
史・文
化
を
解
説

二
王
門
修
復
への
ご
協
力
を

11
月
18
日
開
催

国
宝
・
光
明
寺
二
王
門
と
鐘
撞
堂
の
見
学
会

国
宝
・
光
明
寺
二
王
門
と
鐘
撞
堂
の
見
学
会

か
ね

　つ
き

か
ね

　つ
き

　平
成
28
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
国
宝
・
光
明
寺
二
王

門
の
修
復
が
ま
も
な
く
完
了
。
11
月
18
日
に
は
奥
上
林

地
域
振
興
協
議
会
（
熊
内
久
志
会
長
）
に
よ
る
「
国
宝

光
明
寺
二
王
門
・
鐘
撞
堂
見
学
会
」
と
「
鐘
撞
堂
」
修

復
完
成
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
申
込
不

要
、
参
加
は
無
料
で
す
。

二王門・鐘撞堂見学会

▶屋根の全面葺き替えで当時の
　重厚な屋根が蘇える。 再塗装
　された、建立当時の美しいベン
　ガラ塗りの色彩は現場で確認を
　（写真は修復前）

金額に応じてもらえる
手ぬぐいとマグネット、記念盾 

▲老朽化が進み倒壊が危ぶまれていた
　改修前の鐘撞堂と風雪でひび割れ、
　20年以上使用されていなかった鐘

と
ち  

ぶ
き

つ

ぼ
ん

し
ょ
う

「市民のための学術講演会」から「市民のための学術講演会」から

高レベルな綾部の消化器外科

早期発見で治療につなげて
 消化器外科  岡島　航 医師
初診時にがんが進行している割合は、都

市部より農村部の方が高いと言われていま
す。定期的に検診を受け、不調を感じたら
すぐに病院を受診するなど、早
期発見・早期治療が大切です。
　私たちは、日々進歩する
医学の最新情報に基づき、
今一番適切と考えられる外
科治療を行っています。
安心して受診し、分
からないことは何
でもお尋ねくだ
さい。

新
任
医
師
　10
月
１
日
、
市
立
病
院
に
２
人
の

医
師
が
赴
任
し
ま
し
た
。

呼吸器外科

井 伊 庸 弘 医師
い　　　い　　 つね　  ひろ

整形外科

槇 尾 　 智 医師
まき　　 お　　　　  　 さとし

日時／11月18日（日）午後1時～4時。集合
場所／あやべ温泉駐車場（睦寄町）。無料
シャトルバス／あやべ温泉～光明寺の送迎
バスを運行。車の方は、あやべ温泉に駐
車してください。運行時間／始発＝午後
0時45分～、15分ごとに運行。最終便＝
午後3時45分。問い合わせ／同協議会☎
（55）0001

講演会では参加者との活発な質疑応答も行われた。

　当病院の呼吸器外科開設時に勤務し
た経験があり、今回が２度目の赴任で
す。肺がんや転移性肺腫瘍、気胸など
を対象とし、通常は胸腔鏡を使った体
に負担の少ない手術を行います。綾部
市をはじめ、近隣地域の医療に
貢献したいと思いますので、
よろしくお願いします。

　整形外科の中でも脊椎外科が専門で
す。できるだけ患者さんへの負担が少
ない手術を心掛けています。当病院で、
安全・安心の最先端治療が提供できる
ように努めます。脊椎・脊髄疾
患でお困りのことがありました
ら、ご相談ください。

しゅよう

きょう くう きょう

せき つい
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　市は、綾部駅北口の北部産業創造センター「綾部市
ものづくり交流館」の展示スペースを１回5,000円で
貸し出し、広報紙でも紹介しています。
　今回は、11月14日まで展示されるタマヤです。

55

「住んでよかった 住みたくなる…綾部発情報すくらんぶる」は、綾部市の施策・制度・イベント・名所・活躍する個人や団体…
など、綾部のホットな市政情報や旬の話題を幅広くお届けします。

タ
マ
ヤ
（
本
社
、
青
野
町
）
は

昭
和
24
年
に
「
タ
マ
ヤ
紙
器
工
業

所
」
と
し
て
創
業
。
来
年
70
周
年

を
迎
え
る
、印
刷
紙
器
（
紙
の
箱
）

や
ラ
ベ
ル
印
刷
等
の
総
合
メ
ー

カ
ー
で
す
。
同
社
の
強
み
は
、
デ

ザ
イ
ン
か
ら
製
版
、
出
荷
ま
で
を

ト
ー
タ
ル
に
提
案
で
き
る
工
場
一

貫
生
産
体
制
。
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
や

納
期
縮
小
の
ほ
か
、
自
社
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
よ
る
自
由
な
製
品
企
画
が

可
能
で
す
。「
紙
わ
ざ
多
才
」
を

理
念
に
、
紙
か
ら
無
限
に
広
が
る

可
能
性
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
開
け
る
と
絵
が
飛
び

出
す
「
仕
掛
け
絵
本
」
の
よ
う
な

箱
を
は
じ
め
、
各
種
包
装
部
門
で

賞
を
獲
得
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な

ど
、
同
社
が
手
掛
け
た
ア
イ
デ
ア

あ
ふ
れ
る
商
品
が
展
示
さ
れ
ま

す
。
中
で
も
「
鹿
ケ
谷
か
ぼ
ち
ゃ

ク
ッ
キ
ー
」
の
箱
は
、
同
社
が
力

を
入
れ
る
〝
地
域
と
の
連
携
〞
が

形
に
な
っ
た
も
の
。
綾
部
高
校
と

綾
部
青
年
会
議
所
、
サ
ク
ラ
テ
ィ

エ
と
の
連
携
が
評
価
さ
れ
、
昨
年

度
の
永
井
奨
励
賞
や
ふ
る
さ
と
名

品
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
（
内
閣
府

等
後
援
）
の
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

な
お
、
同
館
駐
車
場
の
整
備
完

了
ま
で
は
、
施
設
東
側
の
仮
設
駐

車
場
か
駅
周
辺
の
市
営
駐
車
場
等

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ものづくり交流館展示紹介 #4

10
月
号

❖
工
場一貫
生
産
が
強
み

❖
好
評
の
コ
ラ
ボ
商
品

■会社概要
名　　称　タマヤ株式会社
代 表 者　代表取締役社長
　　　　　　熊　内　得　二
業　　種　ラベル・印刷紙器製造業
資 本 金　5,000万円
従業員数　80人
電　　話　0773（43）4301
ホームページ
 http://www.tamayakk.co.jp/

　同社が印刷したオリジナルのマウス
パッドを、来場者先着１００人にプレ
ゼント。展示スペースに設置していま
すので、自由にお持ち帰りください。

タマヤ　熊 内 得 二 社長

タマヤ

企業も地域に貢献しながら、ともに
発展することが重要です。綾部に元
気を！との思いから、当社は積極的に
地域と連携。地域ブランドの確立を推
し進めています。
今回は、こうして地域と連携して制

作した、アイデア満載の箱を多数展
示します。ぜひご覧ください。

従来の箱のイメージに
とらわれない、斬新な
商品が話題

従来の箱のイメージに
とらわれない、斬新な
商品が話題

貼ってはがせる
マウスパッドプレゼント

第756号

10
平成30（2018）年平成30（2018）年広報あやべ

二王門と鐘撞堂の見学会
市立病院の消化器外科
「綾部むすび」で観光客増へ
まゆピー着せ替えコンテスト

2
3
5
6

鍛治屋町の森もりホールで９月23、 24日、鉄道模型の運転会
「里山電車でGo～♪」が開催されました。約200本のレールや
約500の車両がずらり。モニターで模型の運転席から見た映
像を確認しながら“運転”を楽しみました。

ちいさな運転士が「出発進行！」


